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（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（私費外国人：令和８年度） 問題番号  

対 象 学 部･ 

学科(課程)等 
 情報学部（情報社会学科） 

出題のねらい 

 

課題文において筆者は、個人に認知バイアスが存在する下で、アテンション・エコノミ

ーの原理によって、アルゴリズムが引き起こす問題について論じている。この課題文の日

本語を正確に読みとる能力、そして課題文の文章を適宜要約しながら設問に的確に答える

能力が問われる。 

 

採 点 基 準 

 

 

問１（配点30％） 

「二重過程理論」という理論をめぐって、システム1とシステム2（速い思考と遅い思考）

について、それぞれの内容、また両者の相違を的確に理解し、これを適切な表現で説明す

ることが求められる。 

 

問２（配点70％） 

課題文で示されている、アテンション・エコノミーの原理によって生じる問題を的確に

理解しているかが求められる。さらに、その問題を解決する方策について、個人に存在す

る認知バイアスをふまえ、自分自身の考えを論理的に提示することが求められる。 

 

 

 

 


